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馬の胃潰瘍は無腺部粘膜の襞状縁を中心に発赤，糜爛，

角化亢進等を伴う病変を認める［1］．本疾患によって食

欲不振やボディコンディションの低下，疝痛などが引き

起こされると報告されている［2］．また，高い罹患率と

パフォーマンスへの悪影響は臨床的並びに経済的に重要

な問題と考えられている［3］．現在，治療薬としてはオ

メプラゾール，ラニチジン，シメチジンなどがあるが，

プロトンポンプ阻害剤のオメプラゾールがもっとも有効

と認められており，世界的に用いられている［4］．オメ

プラゾール製剤は胃酸分泌機序を阻害することで胃液の

酸度を低下させ，粘膜への酸性傷害による胃潰瘍を改善

するとされている［5］．サラブレッドでは4mg/kg/day

で治療効果を，1mg/kg/dayで予防効果を示すことが

報告されている［6］．一方，ばんえい競馬場における調

査で重種馬においても胃潰瘍罹患率は75％に及ぶこと

が報告されており［7］，本疾患によるパフォーマンスへ

の悪影響が疑われているが，胃潰瘍治療薬の重種馬にお

ける効果の検討はいまだ十分になされていない．そこで

本研究では重種馬であるばんえい競走馬を用い，胃潰瘍

に対するオメプラゾール製剤の効果について検討した．

材 料 及 び 方 法

供試馬は北海道帯広市におけるばんえい競馬場に所属

されているペルシュロン種，ブルトン種，ベルジャン種

等の交配種からなる重種馬のうち，食欲不振などの稟告

に基づき胃内視鏡検査により胃潰瘍が認められた19頭

（平均年齢4 .4 ±2 .8 歳，雄13頭，雌6頭）を対象とし

た．飼養管理は試験期間中，通常管理と同様に行った．

薬剤投与は13頭に対してオメプラゾール製剤（ガスト

ロガード獏，メリアルジャパン譁，東京）4mg/kg/day

を4週間経口投与後，1mg/kg/dayを次の4週間経口投

与した（オメプラゾール群）．また，6頭に対して無処置

とした（対照群）．なお，各群の割り付けは3頭に1頭を

対照群とした．内視鏡による胃内の観察は，15時間の

絶食後，枠場内において鼻捻子保定後，安静時に実施し

た．ガイドとして経鼻胃カテーテルを鼻孔から挿入し，

検査には有効長 3mの動物用ビデオエンドスコープ

（VQh8303A，スコープ長3,000mm，外径8.6mm，オ

リンパス㈱，東京）を用いた．全検査過程はDVDレコ

ーダーで録画した．内視鏡検査は胃壁に沿って大弯から
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要　　　　　約

北海道帯広市におけるばんえい競馬場に所属する重種馬の胃潰瘍に対するオメプラゾール製剤の効果について検討し

た．供試馬として内視鏡下において胃潰瘍が認められた13頭に対しオメプラゾール製剤を経口投与し（4mg/kg/day

を4週間投与後，1mg/kg/dayを次の4週間投与），同様にして胃潰瘍の認められた6頭に対し，生理食塩水20mlを傾

向投与した（対照群）．オメプラゾール投与後2週，3週，4週及び8週において対照群に比較して有意に胃潰瘍グレー

ドは低値を示した．以上のことから，重種競走馬におけるオメプラゾールの治療及び再発予防効果が確認された．
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小弯に向かい，襞状縁及び無腺部領域の病変を観察し

た．胃内視鏡検査は薬剤の投与前，投与後1週間目，2

週間目，3週間目，4週間目並びに8週間目に行い，各

時期における胃潰瘍グレードの変化を評価した．胃潰瘍

グレードはAndrewsら［8］によるスコアリングシステ

ムに従い，グレード0（正常な粘膜上皮，または発赤や

角化も含める），グレード1（8mm未満の単発性または

多発性の潰瘍），グレード2（8mm以上の単発性または

多発性の潰瘍），グレード3（深部潰瘍形成を伴い，広範

でしばしば癒合した潰瘍）で評価した．成績は薬剤投与

前後の病変変化を比較検討した．また，オメプラゾール

群においては治癒までの期間をグレード1からグレード

3を各群とし，グレード0になるまでの平均期間で比較

した．統計解析は，二元配置分散分析により全体の有意

性を調べた後，各群間の差の検定をScheff’s F testによ

り実施した．また，治癒までの期間については

MannhWhitney検定を用い，いずれの検定においても

危険率5％未満を有意差ありと見なした．

成　　　　　績

供試馬19頭において薬剤投与開始前に胃内視鏡検査

を行った結果，オメプラゾール群ではグレード1が4頭，

グレード2が5頭，グレード3が4頭であり（中央値2），

対照群ではグレード1が2頭，グレード2が3頭，グレ

ード 3 が 1 頭であった（中央値 2）．オメプラゾール

4mg/kg/day投与後のグレードは対照群に比較して有

意に低値を示した（P＜0.05，図1）．また，次の4週間

の1mg/kg/day投与期間において有意に低値（グレー

ド0）を示した（P＜0.05）．治癒までの期間はグレード

1群がグレード3群より有意に低値を示し（P＜0 .05，

図 2），グレード 2 群と比較しても短い傾向を示した

（P＝0.063）．

考　　　　　察

サラブレッド種の競走馬ではストレスや調教，レース

の実施，濃厚飼料の多給，馬房での飼い付けによる食餌

時間の制限などによる胃内酸度の低下が胃潰瘍発症の原

因と考えられている［9］．重種馬でもその体重維持のた

めにサラブレッド種より多量の濃厚飼料が給餌されて，

レースも軽種馬より高頻度でおこなわれていることから

胃潰瘍が高率で罹患していると報告されている［7］．胃

潰瘍の好発部位は襞状縁と無線部となっており［10］，

本研究においても潰瘍はおもに襞状縁及び無腺部で観察

された．これは胃液が分泌されている腺部の粘膜と組織

学的構成が異なり，酸に対する抵抗性が低い無腺部の粘

膜に高頻度に酸度の低下した胃液が達するため生じると

されている［11］．無腺部粘膜でも粘液分泌や重炭酸分

泌，上皮再生能，プロスタグランディン同化等の機序に

より粘膜保護や傷害部位の治癒機構が存在しているが，

その組織学的特徴により酸性の傷害要素への持続的な露

出に耐えることには適応していない［12］．このため胃

潰瘍発症を防ぐためには低下した胃液の pHを高める必

要がある．

胃内部には胃酸が分泌される壁細胞があって，そこに

プロトンポンプが存在する．プロトンポンプは細胞内部

の水素イオンを汲み出すと同時にカリウムイオンを細胞

内部に引き入れる作用をすることから水素／カリウム h

ATPaseとも呼ばれており，オメプラゾール製剤の実質

的な作用部位となる．オメプラゾールはこのプロトンポ

ンプを阻害することで胃酸分泌を抑制し，胃潰瘍の原因

となる胃液pHの低下を防ぐ［5, 8］．

今回，重種馬であるばんえい競走馬に対してオメプラ

ゾール4mg/kg/day投与によって胃潰瘍グレードが有

意に低下し，重種馬におけるオメプラゾールの胃潰瘍治

療効果が明らかとなった．サラブレッド種においてもオ

ばんえい競走馬の胃潰瘍に対するオメプラゾール製剤の効果
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図1 オメプラゾール投与後の胃潰瘍グレードの変化

●はオメプラゾール群，■は対照群を示す．＊はオ

メプラゾール群と対照群間に有意差あり（P＜0.05）
を示す．数値は中央値で示した．対照群に比較してオ

メプラゾール群は，2週目，3週目，4週目及び8週目

において有意に胃潰瘍グレードは低値を示した．
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図2 各胃潰瘍グレードの治癒までの期間（週）

数値は平均＋ SDで示した．＊は有意差あり（P＜
0.05）を示す．オメプラゾール投与による胃潰瘍の治
癒までの期間はグレード1群がグレード3群より有意

に低値を示した（P＜0.05）．また，グレード2群と比
較しても短い傾向を示した（P＝0.063）．



崔　　薫　中尾奨吾　都築　直　他

627 日獣会誌　64 625～628（2011）

メプラゾール4mg/kg/day投与によって胃潰瘍を効果

的に治療できることが報告されており［6］，馬の胃潰瘍

治療にはオメプラゾール4mg/kg/dayが必要であるこ

とが確認された．

また，オメプラゾール投与による胃潰瘍の治癒までの

期間はグレード1群がグレード3群より有意に低値を示

した．また，グレード2群と比較しても短い傾向を示

し，胃潰瘍のグレードの低い馬は比較的に短い投与期間

で治癒できることが示唆された．このことから，胃潰瘍

治療において早期の診断と治療開始が臨床的また経済的

にも推奨されると考えられた．胃潰瘍治癒後におけるオ

メプラゾール1mg/kg/day投与によりグレード0が維

持され，胃潰瘍再発予防効果も確認された．サラブレッ

ド種馬では胃潰瘍治癒後におけるオメプラゾール

2mg/kg/day投与では84％に，1mg/kg/day投与では

79％に胃潰瘍再発予防効果が確認されたのに対し，偽

投薬では16％と報告されている［6］．このことから，

馬の胃潰瘍再発予防にはオメプラゾール1mg/kg/day

が効果的と考えられた．

今回の成績から，オメプラゾールは重種馬を含む競走

馬の胃潰瘍治療と再発予防及びコンディション維持に役

立つものと期待された．
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Efficacy of Omeprazole Product in the Treatment and the Recurrent Prevention 
of Gastric Ulcer in Heavy Draft Horses
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Yoshinori MORITA and Naoki SASAKI†

＊Department of Clinical Veterinary Science, Obihiro University of Agriculture and Veterinary
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SUMMARY

This study examined the efficacy of omeprazole on heavy draft horses that belong to the BANEI racetrack in
Obihiro City, Hokkaido.  Thirteen horses that showed indications of gastric ulceration through an endoscopic
exploration were orally administrated omeprazole (4 mg/kg/day for four weeks and 1 mg/kg/day for the next
four weeks), while another group of six horses were given no administration as the control group.  The results
demonstrated a significantly low gastric ulcer score at two weeks, three weeks, four weeks, and eight weeks
after administration of omeprazole compared to the control group.  The results made evident the treatment and
secondary prevention effects of omeprazole against gastric ulcer in heavy draft horses.
― Key words : gastric ulcer, heavy draft horses, omeprazole.
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